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1 刷 P66〔2〕マンショ

ン標準管理規約

と長期修繕計画

② 

② 長期修繕計画の内容としては次のよう

なものが最低限必要である。 

１ 計画期間が 25 年程度以上であること。

なお、新築時においては、計画期間を 30 年

程度にすると、修繕のために必要な工事を

ほぼ網羅できることとなる。 

② 長期修繕計画の内容としては次のよ

うなものが必要である。 

１ 計画期間が 30 年以上で、かつ大規模

修繕工事が２回含まれる期間以上とする

こと。 
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行目 

また、長期修繕計画の内容については定期

的な（おおむね５年程度ごとに）見直しをす

ることが必要である。 

また、長期修繕計画の内容については定

期的な見直しをすることが必要である。 

 

 同上⑤_10 行目 消防関係書類、機械関係設備施設の関係書

類、売買契約書関係書類等がある。 

消防関係書類、給排水設備図や電気設備

図、機械関係設備施設の関係書類、売買契

約書関係書類等がある。 

 

 同上⑥_3 行目 第 12 条第１項及び第３項の特殊建築物等

の 

第 12条第１項及び第３項の特定建築物等

の 

 

 P517_8 行目 工事完了後に甲種消防設備士が試験結果報

告書を作成し提出する設置届は、 

工事完了後に甲種消防設備士が試験結果

報告書を作成し、関係者が提出する設置

届は、 

 

     

 

 

 

 

 

 


